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報道関係各位    
2022 年 8 月 1 日 

京都大学 
株式会社 南信州観光公社 

Airbnb Japan 株式会社 
 

 

京都大学・南信州観光公社・Airbnb Japan、 
地方観光地の持続的発展に向けて、産学共同研究を実施 

〜シェアリング・エコノミーを活用した地方創生型の観光地マーケティングと効果の共同研究〜 
 
 
京都大学、南信州観光公社、及び世界最大級の旅行コミュニティプラットフォームの Airbnb
（本社：米国カリフォルニア州サンフランシスコ、以下：Airbnb、日本語名：エアビーアンドビ

ー）の日本法人は、地方観光地活性化におけるシェアリング・エコノミーによるプロモーショ

ン効果の共同研究を実施します。 
 
国内外の旅行を取り巻く環境が徐々に改善されつつある現在、来るべき本格的なアフターコロ

ナ期を見据えた地方観光地の持続的発展のため、国内各地の観光業の活性化とプロモーション

についての共同研究を実施します。具体的には、長野県飯田市内及び周辺地域において、南信

州観光公社と Airbnb Japan によるシェアリング・エコノミーを活用した地方創生型の観光地マ

ーケティング手法とその効果について京都大学観光 MBA が共同研究を行います。また、その共

同研究の成果の一部は、京都大学経営管理大学院の授業でも活用する予定です。主な概要は、

下記の通りです。 

 
京都大学・南信州観光公社・Airbnb Japan 産学共同研究の概要 

● 名称：「地方観光地活性化におけるシェアリング・エコノミーによるプロモーション効

果の共同研究」 
● 期間：2022 年 8 月から 2023 年 3 月 
● 研究内容：アフターコロナ期における地方観光地の持続的発展のために、その活性化と

プロモーションについての共同研究を実施する。南信州観光公社と Airbnb とのシェアリ

ング・エコノミーを活用した地方創生型の観光地マーケティング手法とその効果の共同

研究を行う。 
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● 参加者：若林直樹（京都大学・大学院経営管理大学院・教授、観光地マネジメントの研

究）、高橋充（南信州観光公社、代表取締役社長）、谷口紀泰（Airbnb Japan 事業開発

部部長、共同研究事業のアドバイザー） 
 
当共同研究では、南信州観光公社の活動基盤である長野県伊那谷エリアを対象にした首都圏か

らの観光地マーケティング戦略や、観光地の資源と魅力づくりの戦略、観光を通じた首都圏へ

のプロモーションと関係人口の拡大、イベントやガイドツアー等の地方のプロモーション、

DMO の組織能力開発のあり方などについて研究する予定です。これを通じて長野県内の当該観

光地域に関する観光プロモーション方策による首都圏、中京圏からの長期滞在をする観光客の

誘致を進める方針の提案および効果の予測などを成果として見込みます。その成果について

2023 年 3 月に予定する飯田市でのハイブリッドシンポジウムにおいて発表する予定です。 
 
＜Airbnb （エアビーアンドビー）について＞ 
Airbnb のコミュニティは、2 人のホストがサンフランシスコの自宅に 3 人のゲストを迎えた

2007 年に生まれ、以来、ホスト数は 400 万人に増え、世界中のほぼすべての国と地域にわたる

約 100,000 都市で、8 億人を超えるゲストをお迎えしてきました。Airbnb のホストは、今日も

またオリジナリティあふれる滞在とユニークな体験を提供しており、ゲストが心のつながりと

居心地の良さとともに世界を体験することを可能にしています。 
 
※「Airbnb」「エアビーアンドビー」「エアビー」の各名称およびロゴは Airbnb Inc.の登録商標です。 
 
＜京都大学経営管理大学院観光経営科学コースについて＞ 
京都大学は、1897 年に創設された国立の総合大学です。自由の学風を建学精神にして創造的か

つ実践的な教育研究を行っております。教職員数は約 5500 名で、学生は約 23000 名となってお

り、累計で学部、修士課程で 30 万人余の卒業生、47000 人余の博士を学術分野のみならず、産

業界、官界など様々な分野に送りだし、活躍しています。 
経営管理大学院は、2006 年に京都大学に新規に開設された MBA 学位での専門職大学院とな

ります。日本語の講義を中心とした国際的に認証された経営学修士（MBA）プログラムです。

2018 年に「世界の観光都市・京都」において観光経営の高度化を狙いとした観光経営科学コー

ス（観光 MBA）をより開設しました。観光分野の公的機関や民間企業で働く方々を対象にし

て、観光経営の高度化を進めるために設置されました。 
ホームページ：http://www.gsm.kyoto-u.ac.jp/ja/ 
 
 

報道機関問い合わせ窓口 
 

京都大学経営管理大学院 
TEL:  075-753-3502 / E-Mail: kanko_mba@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp 

 
Airbnb 広報 （松尾、河野） 

http://www.gsm.kyoto-u.ac.jp/ja/
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E-Mail: press-jp@airbnb.com 
 

Airbnb PR 事務局（㈱ベクトル内 担当：鈴木(梨子)、高橋、須齋）  
TEL: 03-5572-7351  E-Mail: airbnb_pr@vectorinc.co.jp 
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